
資料１

令和５年８月１日

教育委員会の共同設置専門部会について

（要 旨）

第35回の専門部会を開催し、未来を切り拓くDream授業・賀茂版等の開催や賀茂地域教育

振興方針の改訂について協議を行った。

１ 会議の概要

２ 協議内容

(1) 今年度の予定

今年度の専門部会での協議事項を説明したうえ、８月に開催する「未来を切り拓く Dream

授業・賀茂版」、「しずおか寺子屋 in 賀茂」について意見交換を行った。

○ 「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」の概要

○ 「しずおか寺子屋 in 賀茂」の概要

【意見交換の概要】

・寺子屋は、下田（会場）への、他地域からのアクセスが課題。町独自で実施している

寺子屋と連携するなど、工夫できると良い。

(2) 賀茂地域教育振興方針(Ｒ２～５)の改訂

今年度の改訂作業の進め方等について意見交換を行った。

【意見交換の概要】

・高校の在り方検討の内容も踏まえて振興方針を検討していく必要がある。

・教育の質の向上を図るための人材確保など具体的な方策を盛り込めると良い。

３ 今後のスケジュール（予定）

（県教育委員会）

項 目 内 容

目的 ふるさとに誇りと愛着を持ち、地域の発展に貢献できる「賀茂の子」を育む

日時・場所 令和５年８月３日(木)､４日(金)（２日間） 場所：賀茂キャンパス

対象 賀茂１市５町の中学１～２年生 30 名

内容 賀茂地域で活躍する講師等による講義、フィールドワーク、グループワーク 等

静岡県立大

学との連携

・グループワーク等を大学生がサポート

・８/５(土) に高校生対象のアカデミックサマースクールを開催

項 目 内 容

目的・概要

高校生が大学生や地域の人材と連携して小・中学生に家庭学習支援を行い、

小中学生の学習意欲の向上を図るとともに、高校生自身の将来のキャリアイ

メージや地域への理解を深める

日時・場所 令和５年８月７日(月)､８日(火) 場所：賀茂キャンパス

参加者 小・中学生（各日 50 名程度）、高校生（20 名程度）、大学生（10 名程度）

時 期 予 定 内 容

10～11月頃 第36回専門部会 教育振興方針の協議（現取組の評価、改訂骨子案） ほか

（日時）令和５年６月19日（火）14時00分～15時00分

（会場）静岡県下田総合庁舎 賀茂キャンパス

（議事）今年度の予定 ／ 賀茂地域教育振興方針の改訂 ほか
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８/３(⽊)9:00〜

８/４(⾦)9:00〜

◇対象
 賀茂１市５町の
 中学１・２年生 (30名)

◇講師（予定）※敬称略

・渋谷 浩史
 （静岡県理事(東アジア文化都市担当)）

・鈴木 まもる
 （絵本作家）

・八木 健祥
 （静岡県立大学
  ツーリズム研究センター⻑）
               ほか

会 場
賀茂キャンパス

（県下田総合庁舎内）
下田市中531-1

２ 日 目

令和５年度

＜今年のテーマ＞
 賀茂地域の魅力ある地域文化を
 みんなで発掘し、世界に発信しよう！
 今年は「東アジア文化都市2023静岡県」が開催され、日中韓の 
３カ国で選ばれた４都市(静岡県､成都市､梅州市､全州市)において
様々な文化芸術イベントや文化交流が実施される特別な年です。
 今年の「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」では、文化芸術
をはじめ､郷土芸能､食文化､観光､地域産業など、賀茂地域の特色
ある地域文化について学び、その魅力を中学生の皆さんの視点で
考え、話し合い、伝えるプログラムを実施します。

１ 日 目

主催：賀茂地域広域連携会議 教育部会（賀茂１市５町・県教育委員会）

賀茂地域の魅力的な自然､人､文化､産業などに触れ、
自分や地域の将来について考える学びの場として、
令和２年度から開催しています。

「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」とは・・・

＜日程（予定）＞

  ※カネサ鰹節商店(⻄伊⾖町)を⾒学予定（貸切バスにて移動）

＜申込方法＞
 在籍する学校を通じてお申し込みください。

＜問合せ先＞
 静岡県教育委員会 教育政策課 政策企画班
 ☎054-221-3168

８月３日（木）
 9:00〜16:00 ・講義

８月４日（金）
 9:00〜16:00

・フィールドワーク※

・グループワーク

参 加 無 料
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✎ 対 象 　賀茂地域の小・中学生  各日50名程度

✎ 内 容   夏休みに各自が取り組みたい課題の学習支援

　　　　　　　（学校から出された宿題など）

✎ 会 場 　下田総合庁舎

✎ 日 時 　８月７日(月)、８月８日(火)

主催 静岡県教育委員会 社会教育課
〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6　　　　共催：賀茂広域連携会議教育部会
☎ 054-221-3115  FAX 054-221-3362 

 

保護者のみなさま

タイムスケジュール

■８月７日(月)

　 12:55  下田総合庁舎に集合
　 13:00  高校生・大学生とアイスブレイク！
　 13:15  お勉強開始！
　 15:35  お勉強終了後、現地解散

■８月８日(火)

　 18:55  下田総合庁舎に集合
　 19:00  高校生・大学生とアイスブレイク！
　 19:15  お勉強開始！
　 11:35  お勉強終了後、現地解散

✎ 申 込 期 限 ✎

６月30日 (金)
●申込多数の場合は抽選となり、
　ご参加いただけない場合がございます。
●コロナの県内感染状況等により、
　開催を中止する場合があります。

申込方法

下記２次元コードからお申込みください。
（または裏面申込書に必要事項を記入しメール・郵送により申込書をお送りください）

※７月14日ごろ参加者決定通知を郵送予定
（8月1日を過ぎても通知文が届かない場合はご連絡ください）

当日の先生は、

高校生20名
大学生10名
　　　程度を予定

申込フォーム
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日付 スケジュール 内容

8月30日
［公開シンポジウム］
　18:00～　賀茂キャンパス

静岡文化芸術大学・イズミル経済大学・南伊
豆町によるパネルディスカッション

8月31日
地元団体交流
 午前 お茶体験
 午後 地元団体と食交流

午前 お茶体験（茶室）
午後 あっそう会交流（地区公民館）

9月1日 東伊豆町でつるし雛体験
地域交通体験
東伊豆町まで公共交通で移動

9月2日 南伊豆町観光体験
標準観光プラン
石廊崎オーシャンパーク→モンキーベイ
→シーカヤック

9月3日 予備日 資料作成・町内施設見学（希望者）

9月4日 発表会資料作成 資料作成

9月5日 発表会資料作成 資料作成

9月6日
［学生発表会］
　13:00～　賀茂キャンパス

国際デザインワークショップ成果発表

静岡文化芸術大学・イズミル経済大学
産学協同国際デザインワークショップ

（参加者）

静岡県文化芸術大学（学生12名教員3名）トルコイズミル経済大学（学生8名教員2名）

（受入日程）
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地域を育む

食文化観光
－トルコと日本－

�����������

地域を育む

食文化観光
－トルコと日本－

�����������
本シンポジウムは、静岡文化芸術大学とトルコのイズミル経済大学の学生が「ガストロノミー＋」をテーマに行う産学共

同国際デザインワークショップの事前学習を皆さまと共有するものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トルコ第三の貿易都市であり、ヨーロッパから多くの観光客が訪れる国際都市イズミル。温暖な気候や豊かな自然に恵

まれたイズミルが展開する歴史と風土を背景とした食文化観光（ガストロノミー・ツーリズム）計画に触れ、伊豆賀茂地

域の観光資源や課題の再考とともに、地域を育むツーリズムについてディスカッションを行います。　　　　　　　　　　　　

パネリスト コーディネーター

岡部克仁
（南伊豆町長）

Ahmet Can Özcan木下直美 Edward Sarich高山靖子
（イズミル経済大学 准教授）（南伊豆町観光協会会長) （静岡文化芸術大学 教授）（静岡文化芸術大学 教授）

Elif Kocabıyık
（イズミル経済大学 講師）

公開イブニングシンポジウム 静岡文化芸術大学・イズミル経済大学
産学共同国際デザインワークショップ

募集定員： 100名
参加費： 無料（要申込）
参加資格： 高校生以上
申込方法： HP登録フォームまたは電話・FAX
　　　　　　       ※南伊豆町HPにリンクあり
問い合わせ
南伊豆町役場　企画課
〒415-0392 静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂315-1　
Tel.0558-62-６２８８(代)　Fax.0558-62-1119

日時： 2023年 8月30日（水） 18:00 ‒ 19:45
場所： 下田総合庁舎別館　２階　
　　   賀茂キャンパス  （17：45 受付開始）

共催： 静岡文化芸術大学　南伊豆町
協力： 静岡県賀茂地域局　東伊豆町　
       



令和５年度の静岡県観光施策

（静岡県スポーツ・文化観光部観光交流局）

１ 要 旨

・観光産業の本格的な回復を図るため、「幸せと感動を呼ぶ観光サービスの創出」、

「観光分野におけるＤＸの推進」など、ポストコロナに向けた観光施策を展開する。

・県議会６月定例会において、宿泊事業者の人手不足対策に係る経費を補正し、事

業者と求職者の適切なマッチングを促進する。

２ 主な事業の概要（令和５年度当初予算） （単位：千円）

区 分 主な内容 予算額

観光需要の
喚起

地域観光支援
事業

国の補助制度を活用した観光促進事
業「今こそ しずおか 元気旅」を実施
・期間：９月 30 日まで
・対象：団体バスツアーのみ

6,037,295
(Ｒ４繰越)

インバウンド
推進事業

急速に回復が進むインバウンド需要
の確実な取込に向けた施策を推進
・旅行商品造成支援金
・ＳＮＳを活用した情報発信
・国内ﾗﾝﾄﾞｵﾍﾟﾚｰﾀｰへの営業強化

105,000

幸せと感動
を呼ぶ観光
サービスの
創出

ガストロノミー
ツーリズム推進
事業

多彩で高品質な食材と、自然や景観、
歴史、文化などの観光資源を融合し、
来訪者に感動体験を提供
・推進体制構築
・ふじのくに食と温泉文化フォーラム
・プレミアムダイニング

60,000

歴史・文化資源
を活用した広域
連携事業

大河ドラマ「鎌倉殿」「家康」放送の
機会を捉え、地域の歴史・文化資源を
活用した誘客を推進
・本県ゆかりの著名人を起用した広告
宣伝プロモーション等

118,000

観光分野に
おけるＤＸ
の推進

観光デジタル化
関連事業

データを収集・分析し、共有する「観
光デジタルプラットフォーム」を販促
等に活用
・観光アプリ TIPS によるデジタルスタ
ンプラリーの実施

・市町等へのデータ活用伴走支援

182,000

その他

駿河湾フェリー
利活用促進事業

駿河湾フェリーの利活用を促進
・運航経費の一部負担
・環駿協による利用促進
・二次交通の強化

210,100

中央日本四県観
光交流促進事業

黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトにより、
中央日本四県が一体的に観光誘客を
推進
・リーズナブルな交通料金の設定
・徳川ゆかりのスポットを巡る周遊促進
イベントの実施

42,500

資料３
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３ 令和５年６月補正予算事業の概要 （単位：千円）

区 分 主な内容 予算額

人材確保

マッチング

支援事業

【繁忙期の人手不足対策】

民間マッチングサイト「おてつたび」を活用して、

宿泊事業者と地域でお手伝いをしてお金を得ながら

旅をしたい人を結びつけ、繁忙期の人材不足に悩む

宿泊業等の人材確保と県内の観光事業の活性化につ

なげる。

・宿泊施設向け説明会の開催(7/27(木)オンライン)

・特設サイトの開設（８月予定）

・施設募集ページの代行作成（随時受付）

1,500

【正社員の確保に向けた宿泊業務実習】

県内観光産業における人材不足解消に向けた支援を

実施するため、社会人求職者等を対象に宿泊業務実習

等の実施により、企業側と求職者との相互理解を深

め、適切なマッチングの促進により速やかな採用につ

ながるモデルケースを創出

・説明会の実施、受入企業・実習生の募集（９月～）

・コーディネーターによる実習生と受入企業のマッ

チング

・２～10 日間程度の宿泊業務実習（11 月～1月）

・コーディネーターによるフォローアップ、採用サポ

ート

25,000
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資料４

令和５年８月１日

静岡県・下田市一体型道路等包括管理業務委託について
（交通基盤部建設政策課未来まちづくり室）

１ 概 要
インフラの老朽化への課題は費用面だけでなく、行政や企業の技術者の減少などにより、

維持管理の水準低下が懸念。そのため、県と市が一体となり、道路等のインフラを包括的
に管理することにより、将来にわたり持続可能となる社会の構築を目指し、①官民建設業
の省力化、②品質の確保、③維持管理費増大の抑制等を図る方策の検討を進める。

２ これまでの県・市の取組（Ｒ３～）
・下田市内における県・市管理道路等の維持管理業務を調査
・関連制度・事例整理・事業スキーム検討・民間事業者との勉強会・意見交換等を開催
・令和５年度道路に係る包括管理の試行業務を予定（Ｒ５．10～Ｒ６．９）
【県・市の包括的管理のイメージ】

３ 契約内容と今後のスケジュール

県内全域に拡大エリア
（管理者）

静岡県
下田市
河津町ほか

静岡県
下田市
河津町ほか

静岡県
下田市
河津町ほか拡大

業務範囲

全体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
小規模修繕
除草

緑化木管理
巡回・点検

土砂等排除
情報装置管理
苦情対応等

全体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
小規模修繕
除草

緑化木管理
巡回・点検

土砂等排除
情報装置管理
苦情対応等

全体ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
小規模修繕
除草

緑化木管理
巡回・点検

土砂等排除
情報装置管理
苦情対応等

道路以外の
他公物に拡大

拡大
拡大
拡大

拡大
拡大

事業手法

仕様規定

三者契約
1年間

通常支払

一部性能規定

連携協約
3年間

指標連動

性能規定

連携協約等
5年間

指標/成果連動

新技術の採用、
SIBの活用

変更 変更

延長 延長

円滑化

変更

円滑化

変更

2023 2024 2026 2031
第二期業務試行業務 第三期業務 中期将来像

広域市町拡大

拡大

二者契約 二者契約

住民受付 住民受付 住民受付

舗装補修・道路照明 舗装補修 舗装補修舗装補修・道路照明

１）予定価格 過去３カ年の実績額の平均

２）契約方法 ① 県（下田土木事務所長）と市（下田市長）で覚書を締結 ９月上旬

② 県と事業者で業務委託を契約（制限付き一般競争入札） ９月中旬

③ 市と事業者で業務委託を契約（随意契約） ９月中旬

３）業務内容 ①小規模修繕 ②舗装補修（雪氷対策含む） ③道路照明施設

要求水準に基づく性能発注（従来の単価契約から総価契約に変更）

４）契約対象者 「一者の企業や団体」もしくは「地域維持型ＪＶ※」

※交通基盤部 地域維持型業務共同企業体取扱要領を策定（R5.7～）

５）契約期間 令和５年 10 月１日～令和６年９月 30 日

期間中は４半期１回の３者(県/市/受託者)によるモニタリングを開催
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